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チャパネアオカ メ ム シ の 防除戦略

果樹カ メ ム シ類 は ， 古 く か ら 突発的害虫 と して生産者

を苦しめ て い た が， 局地的な発生に と ど ま る こ と が多か

っ た 。 1973， 75 年の全 国 的 な 大発生 を 契 機 に 調査研究

の対象 と さ れ る よ う に な り ， 植物防疫課が中心 と な っ た

“果樹 カ メ ム シ類特殊調査" に よ り その生態や 防除法 に

つ い て 飛躍的な解明が な さ れた 。 その後 も ， 飼育法， マ

ー キ ン グ に よ る 行動解析， フ ラ イ ト ミ ル に よ る 生理的能

力検定， 雄 ト ラ ッ プ に よ る 集合 フ ェ ロ モ ン の基礎的研

究， 休眠， 交尾行動， 日 長反応， 餌植物， 天敵微生物，

天敵昆虫， 共生微生物等， 基礎的研究の成果 は大幅に増

加 し た 。 し か し， カ メ ム シ は 1979 年 西 日 本， 85 年全

国， 90 年 に は再 び西 日 本で， 92 年 に は 和歌山 県 を 中心

と す る ウ メ で大発生があ っ た 。 再び大発生 と な っ た 昨年

は， カ メ ム シ 類 が あ ら ゆ る 果樹 を 全 国 的 な 規模で襲 っ

た 。 従来の発生で は 問題の少 な か っ た リ ン ゴ， ピ ワ ， オ

ウ ト ウ 等 も 地域 に よ っ て は大 き な被害 を 受 け た 。 主要 な

被害果樹であ る カ キ で は 多発生のた め落果が多 く ， 収穫

期の被害 は むし ろ 少 な か っ た 。 カ ン キ ツ 類 も 早期 に 加害

さ れた も のは落果が多 く ， 通常の加害 と は違い生産者 を

ま ごつ か せ た 。 その後 も 愛知県， 静岡 県 な ど は収穫期 ま

で加害が散発的 に続 き ， 出荷 さ れた 普通 ウ ン シ ュ ウ ミ カ

ン に も 加害痕が あ っ て 皮 と 実が離れな い と い う よ う な苦

情が多か っ た 。 落葉果樹のナ シ， モ モ で は ， 早 く か ら カ

メ ム シの多発 を 予想し， 対策 を 立て て い た と こ ろ で は薬

剤 に よ る 防除効果が高 く ， 被害 を 免れた が， 散布時期 を

誤 っ た り ， シ ン ク イ ム シ類の防除 を 手抜 き した 園では大

き な 被害 を 受 け た 。 1996 年の被害実態， 特徴 に つ い て

全国的 な調査 ・ 解析が現在進行中であ る 。

一般 に 農作物の害虫 に よ る 被害 を 防止す る に は対象 と

す る 害虫の発生時期 と その密度 を 予測し， 防除対策 を立

て る 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シの場合， マ ク ロ に 密度 を 予

測す る こ と は可能であ る が， 大発生時 を 除 い て ， 発生量

と 果樹の被害程度が直接関連す る と は 限 ら な い。 そのた

め果樹園への飛来予測 と い う 困難な 問題 を 解決しな け れ

ばな ら な い。 一般 に 害虫の防除 はその個体群密度 を あ る

地域で低下 さ せ て 目 的が達せ ら れ る 。 しかしカ メ ム シ類

の よ う に 飛淘能力 が高 く ， 増殖場所が農地で は な く 山林
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であ る 害虫 は ， 個体群の制御 は ほ と ん ど不可能 で意味が

な い。 した が っ て ， カ メ ム シの防除 は果物 に対す る 被害

の回避 に 限 ら れ る こ と に な る 。 現行の防除法 は別稿の筆

者が触れ る ので， こ こ で は， 発生予察 と 生理 ・ 生態的な

特性 を利用した 防除法 に つ い て 述べ る 。 本年以後の対策

や研究の手掛か り と して い た だ け れ ば幸い で あ る 。

I チャパネアオカメムシの発生量 と 飛来

時期予測

北関東地域でのチ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シの発生 は ， 通常

一年一世代 で あ る 。 7 月 中旬 か ら 増殖した カ メ ム シ は越

冬して ， 翌 年の 7 月 下旬 ま で ほ ぼ 1 年間生存す る 。 被害

は 7 月 を分岐点 と して前半は越冬成虫， 後半 は 新成虫 に

よ っ て起 き る 。 カ メ ム シ が増殖した 年 と 被害 を与 え た 年

が違 う こ と が あ る ので， は っ き り と 区別 す る 必 要 が あ

る 。 茨城県のナ シ 園 でのカ メ ム シの発生面積 は ， 越冬密

度 (前年の増殖量) と の関連が高 い こ と が 注 目 さ れ る

(図-1) 。 カ ン キ ツ ， カ キ な どの場合 に はその年の増殖量

と 被害の相闘が高 いのが普通であ る 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ

ム シ は世代聞の密度変動が大 き い。 最近で は 多発生が 1

� 2 年 お き に 見 ら れ て い る 。 越冬成 虫 の 密 度 で見 る と

100 倍 と い う こ と も ま れ で は な い。 大発生 は 図 に 示した

よ う に周期的な も の と は い え ず， 連続す る ケ ー ス も 見 ら

れな い こ と が特徴であ る 。 こ の変動が夏期の増殖用の簡

(針葉樹の球果) の量 に 依存して い る こ と は 多 く の人々

が指摘して い る 。 しかし， す べ て の年の発生量 を こ れだ

砂 で説明す る こ と は で き な い。 理 由 は カ メ ム シの卵 に 寄

生す る チ ャ パ ネ ク ロ タ マ ゴパ チの存在 と 思わ れ る 。 こ の

卵寄生蜂は寄主範囲が狭 く ， チ ャ パネ ア オ カ メ ム シの卵

か ら 羽化した も のが寄主卵 を 探 索 ・ 攻撃す る 。 1 992 年

の飼育 カ メ ム シ卵の設置調査で は 5 � 9 月 ま で カ メ ム シ

の産卵場所で 60%以上の寄生率 を 示し， その年の発生

を 抑制し て い る 。 1995 年の大 発 生 中の 7 � 8 月 に は

10% と い う 極端 に 低 い 寄生 率 で あ っ た 。 1996 年の越冬

成虫産卵期 で あ る 5 � 6 月 に は 70%以上の高 い 寄生率

を 示し， その後の密度低下 に重大な影響 を与 え た こ と を

示唆して い る (表ー 1 ) 。

通常， 個体群の密度変動要因 と して 最 も 重要 と 考 え ら

れ る のは前世代 (越冬成虫) の密度 で あ る 。 初期密度が

高 け れ ば増殖量 は 多 く な る のが一般的であ る 。 チ ャ パ ネ
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図ー1 茨城県におけ るチャパネアオ カ メ ム シの越冬iii; と

ナ シ 図でのカ メム シ発生面積 ( 1 985�96 年)

チャパネアオ カ メ ム シの次世代密度変動予測表-2表 1 野外に設置 し たチャ パネアオ カ メ ム シ

卵に対1 る寄生蜂の寄生状況

O 

。
↓
×次世代の密度

(8� 1 0 月 )

チ ャ パ ネ ア オ カメ ム シ越冬成虫 は餌を探索す る た め 4
月 下旬から主 と し て雄が餌探索飛行行動 を し て い る 。 通
常， 早春には新芽 ・ 花な ど を 中心に柔らかい組織から摂
食す る 。 5 月 中旬には早春に開花 し た植物が結実を始め
る 。 こ れらの種子がカメ ム シ類の主要な餌 と な る 。 餌場
を発見 し た 個体は集合フェ ロ モ ン を 出 し， 他の個体を誘
引す る 。 通常空腹なJlfít雄がそ の付近に集 ま り ， 摂食 と 交
尾をす る 。 6 月 中旬以後には小果実類が少な く な り ， ナ
シ， モ モ な ど果樹園に飛来す る 機会が多 く な る 。 し た が
っ てカメ ム シが利用可能な小果実類残存量 を吸汁痕で調
査すれば， 果樹園への飛来時期 を あ る 程度予測す る こ と
が可能であ る (図2， 表 3)0 7 月 中旬以後 は針葉樹の
球果が成熟 し， そ の種子が餌 と な る の で， 一時的に果樹
園への飛来 は 少 な く な る 。 カ ン キ ツ や カキ へ の 9 � 10
月 の飛来予測 は新成虫 の 密度 と 餌のバラ ン ス に よ る の
で， 針葉樹種子の吸汁痕調査に よ っ て推測 さ れ る (図-
3)0 1994 年 は越冬成虫が多 く ， サ ワ ラ 種子 の量が非常
に少な し 種子の発育は早か っ た 。 餌の消費が急速に進

0 : 多 い， 口 中程度， x 少ない

1 992 年 5�6月 7�8 月

サ ク ラ (+) 75 . 7  ( - ) 2 11 

キ リ (+ ) 46 . 2  (+) 29 

スギ (-)  1 0 . 9  (+)  13.2 
モモ (+ ) 32 . 3  (-) 0 

雄 ト ラ ッ プ 30 . 9  

1995 年 7�8 月

サク ラ (一) 1 1 . 4 

キ リ (+) 0 

雄 ト ラ ッ プ 。
ラ イ ト ト ラ ッ プ 。

1996 年 5�8 月

サ ク ラ ( + ) 72 4 % 

X × 
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針葉樹の球果の量

越冬世代の密度
(5�7 月 )

天敵寄生虫年数

因要

+ 生息，一 。 生息し

ア オ カメ ム シ の場合は関係が逆で， 密度が急激に増加 し
たケース は前年の越冬量が極端に少な い場合であ る 。 こ
れはカメ ム シの発生が少な か っ た場合， 有効な寄生蜂の
密度 も 極端に低下す る こ と を示 唆 し て い る 。 天敵の密度
を現場でモニタ リ ングす る には， 飼育カメ ム シ卵を野外
に設置す る 方法があ る 。 し か し， そ れぞれの場所での継
続調査は 困難であ る 。 現状では， 寄生蜂の寄主範囲が比
較的限定 さ れて い る と 考 え られ る の で， 寄生蜂の密度が
前世代のカメ ム シ の密度に依存 し て い る と 仮定 し， こ の
三者関係 を 表 2 に模式的に示 し た 。 こ の表 は 次世代 の
カメ ム シ密度 を推定す る 一つ の 目安にな る 。
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表-3 チ ャ パネ ア オ カ メ ム シ の年次別調査記録(J993�96)

年度 越冬室市
サク ラ 被害果 ナ シ ・ モ モ 発生面積 (ha) ト ラ ッ プの捕虫数事
80%到達 日 飛来時期 (ナ シ茨城) 雄 ト ラ ッ プ 誘殺灯

1993 0 . 05 6 月 7 日 6 月 中旬 。 226 17 
1994 0 .45 5 月 20 日 5 月 中旬 689 1 50 128 
1995 。 飛来せず 129 59 94 
1996 l 目 67 5 月 27 日 5 月 下旬 1，37 1 736 4 ， 636 

. .越冬量は落葉301当たり の頭数. 捕虫数は5�7 月 ま での合計
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図-2 サク ラ 果実での カ メ ム シ類の被害果率の推移

み， 8 月 上旬 に は す で に餌切れ と な り ， 全体的 に カ メ ム

シの密度 は低下し， 果樹園への飛来 も 少 な か っ た 。 1995

年 は越冬成虫 は非常 に 少 な か っ た が， サ ワ ラ の種子 は非

常 に 多 く ， 9 月 ま で餌が十分に あ っ たので， カ メ ム シの

増殖 は盛ん に行わ れ， 密度が高 ま っ た が， 果樹園への飛

来 は な か っ た 。 1996 年 は 越冬成虫 が非常 に 多 く ， サ ワ

ラ の球果 は 少 な か っ たので， 8 月 中 に餌 は 切れ， 果樹園

への大量飛来が見 ら れた 。 増殖量 は餌不足のた め平年並

みであ っ た 。 8 月 以降， カ メ ム シ が集合 フ ェ ロ モ ン に誘

引 さ れ る こ と が あ る 。 それ は カ メ ム シの宮、度 に対して針

葉樹種子が不足して い る 場合であ る 。 こ れ も 果樹園への

飛来予測の シ グナ ノレ と な り 得 る 。

E 被害回避一一集合フェ ロ モ ン利用 に対

する期待

カ メ ム シの被害回避対策 は樹園地内， ま た は周辺の限

ら れた 地域 を対象 と して 防除手段 を講ず る こ と に な る 。

殺虫剤 に よ る 防 除， ネ ッ ト ・ 袋 ・ 光 な ど に よ る 隔離防

除， 集合 フ ェ ロ モ ン な ど に よ る 行動か く 乱防除 な どが考

え ら れて い る 。 こ こ で は今後の研究で最 も 成果が期待 さ

れ る 集合 フ ェ ロ モ ン利用 を 中心 に 説明す る 。

良 い餌 を十分に食べた チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ雄成虫 は

集合 フ ェ ロ モ ン を放 出 す る こ と が知 ら れて い る 。 集 ま っ

て く る のは空腹な雄 ・ 雌虫で， 餌 に あ り っ き ， 交尾の機

100 
吸汁
痕
のあ
長50
果
の
割.b. 口
% � 0 

5月

1996年

6月 7 月 8月 9月

図-3 カ メ ム シ類 に よ るサワ ラ球果の利用状況の年次比
較

会が増 え る 。 野外で は， 寄主植物で あ る サ ク ラ ， ク ワ ，

ス ギ， ヒ ノ キ な どの種子 を摂食して い る 場合 に は 集合 フ

ェ ロ モ ン の放 出 が行わ れ る 。 果樹園 に 飛来し た 場 合 で

も ， 卵巣の発育が進む 良 い餌が あ れ ば集合 フ ェ ロ モ ン を

放出す る が， 一般的 に は 集合 フ ェ ロ モ ン は放出しな い と

思わ れて い る 。

集合 フ ェ ロ モ ンの分離 と 同定 は 次の よ う にして行わ れ

た。 集 合 フ ェ ロ モ ン 分泌量 の ピ ー ク と な る 羽 化 後

10�14 日 のチ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ雄成虫 を 1 1 の フ ラ ス

コ に入れ， ピ ー ナ ッ ツ と 水 を 与 え る 。 こ の容器 を連結し

て毎分 2 1 の空気 を 流し， 揮発物質 を 捕 集 す る 。 分析 ・

同定は組抽出物 を 各種機器で分析し， 標準品 と 比較し，

活 性 の 高 い 物 質 が M e t h y l ( E ，  E ，  Z ) 一 2 ， 4 ， 6

decatr i enoate ( メ チ ル デ カ ト リ ネ ー ト ) で あ る と 同 定

した。 粗抽出物お よ び精製物質 は 野外 ト ラ ッ プで効力 を

確認した 。 Euschislus spp.の性 フ ェ ロ モ ン と して Meth­

yI (E， Z) 一2 ， 4， decatr i enoate が公表 さ れ て お り ， こ の

物質 と 類似性が高 い。

次 に ， カ メ ム シの行動制御 に 集合 フ ェ ロ モ ン を どの よ

う に使 う かが今後の防除研究のか ぎ と な る 。 チ ャ パ ネ ア

オ カ メ ム シの集合 フ ェ ロ モ ン に対す る 季節的 な 集合時刻

の変動 は 5 月 下旬� 6 月 上旬 に は 日 没前 の 5 時 ま で

に ， 6 月 � 7 月 に は 日 没か ら 8 時 ご ろ ま で に ピ ー ク が あ

る 。 8 月 下旬� 9 月 に は ト ラ ッ プへの飛来 は 少 な く な る
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が， 日 中 に も 飛来が見 ら れ る よ う に な る 。 雄 ト ラ ッ プに 表 - 4 越冬成虫の交尾 と 産卵の経過

飛来す る 際の定位行動 は 直接雄の入 っ て い る ケー ジ に飛 匝極圏
びっ く こ と は 少 な し 水盤ケ ー ジ 周 辺の縁 に 止 ま る も

の， 水面 に直接落ち る も の， 近 く の草 に 着陸す る も のな

ど に分かれ る 。 こ れ ら の性質 を利用して 飛躍的 な大量誘

殺法 を 実現す る こ と も ， 今後の課題の一つであ る 。

果樹園への侵入防止 に ， 集合 フ ェ ロ モ ン を利用 す る 研

究 も 開始 さ れて い る 。 現在 ま で に 関連す る 成果 と して 次

の よ う な事実が あ る 。 果樹試験場内 3 か所に 雄 ト ラ ッ プ

を 置 き ， 誘引さ れ る カ メ ム シ を 12 年間継続 的 に 調査し

た 。 その記録で特定場所の ト ラ ッ プでの捕虫が有意 に少

な い現象が見 ら れた 。 こ の ト ラ ッ プ は 5 月 に 最 も チ ャ パ

ネ ア オ カ メ ム シ が多 い桜並木 に 近 い場所 に あ る 。 に も か

かわ ら ず， 餌のな い サ ワ ラ 並木 に 接した ト ラ ッ プの誘引

数が平均して は る か に 多 か っ た 。 こ れ は サ ク ラ に い る 雄

個体が発生す る 大量の集合 フ ェ ロ モ ン が， 近 く に 置かれ

た ト ラ ッ プの誘引 力 を弱め る た め と 思わ れた 。 こ の よ う

な現象 を利用して チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ を果樹園か ら 遠

ざ け る こ と がで き る か も しれ な い。

集合 フ ェ ロ モ ン は， 5 � 6 月 の交尾促進 と 産卵の増加

に も 効果が期待で き る 。 野生植物上での こ の時期の産卵

は無効産卵 と な る 場合が多 い。 な ぜ な ら 小果実 は 6 月 中

旬 ま で に は落果し， チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ 次世代 は成虫

ま で発育で き な い 。 l 頭の総産卵数 は ほ ぼ一定して い る

ので 7 月 以後の産卵数が減少す る 。 ま た ， こ の時期の

カ メ ム シ卵 は越冬明 けのチ ャ パ ネ ク ロ タ マ コ 守パチの増殖

に と っ て 非常 に 有益であ る 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シの越

冬成虫 は， 12 月 以後 は ほ と ん ど の越冬成虫 が受精褒 に

精子 を保持して い な い。 越冬終了後， 成虫 は サ ク ラ に飛

来し て 急速 に 卵巣が発達す る 。 同 時 に そ こ で交尾 を 行

う 。 1996 年サ ク ラ で採集した 個体群 は 5 月 下旬卵巣 に

成 熟 卵 を 持 ち ， 50%以 上 の 雌 が 産 卵 し た 。 5 月 前 半

(1 0�15 日 ) に 採集した 雌 と 5 月 26 日 に 同 じ 場所で採

集した 雌 を個体飼育した 結果， 産卵の比率 は変わ ら ず，

産卵数 に も 有意 な差 は な か っ た が， 受精卵 を生む個体 は

前半採集 区 で は 44% に対し 26 日 の も ので は 80% と 差が

大 き か っ た 。 した が っ て 5 月 前半 ま で に 27% は 交 尾

して い て ， 26 日 ま で に は 少 な く と も 50%以上で交尾が

完了 し て い た 。 ペアにす る と 5 �1 0 日 間に産卵が急増

す る が， 累積産卵数は変わ ら な い。 こ れ は 交尾前の雌が

成熟卵 を持 ち な が ら 産卵が抑制さ れ て い る 可能性 を示唆

す る (表-4) 0 4 � 5 月 に 精子保有率の増加が起 き る こ

と は こ のデー タ で明 ら かであ る 。 越冬成虫密度が低 い年

に 集合 フ ェ ロ モ ン を 餌植物 に 処理し， 交 尾の機会 を 増

し， 無効産卵 を増加 さ せ る こ と がで き れ ば， 寄生蜂の増
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供試 産卵 産卵雌当た り 受 精卵産卵
個体数 個体数 産卵数 個体数

5 月 10， 15 日 80 50 (62.5%) 59.0 22 (27.5%) 
5 月 初 日 40 25 (62.5%) 7l.3 20 (50.0%) 

匡正三亙司
供試 産卵 産卵雌当た り 受 精卵産卵

個体数 個体数 産卵数 個体数

5 月 10， 15 日 2 1 15 (7 1 . 4% ) 65.4 13 (6l. 9%) 
5 月 初 日 20 12 (60目。%) 57.1 10 (50.0%) 

殖 と 有効産卵数の減少 と いう両面で有利 な結果が期待で

き る 。

皿 大発生に対する今後の対応

チ ャ パネ ア オ カ メ ム シの生態 は， 他の昆虫 と 比べ て そ

れほ ど変わ っ た も ので は な い。 成虫が枯れ葉 な どの下で

越冬し， 春 に な る と 餌 と な る 種子 を探して 飛 び回 る 。 5

� 6 月 に か け て餌 と な る 種子 は 早春 に花の咲 く 植物のサ

ク ラ ， ク ワ ， コ ウ ゾ， コ ブ シ 等 で あ る 。 こ れ ら の植物 は

落葉植物で， 日 本全国 に 普通 に 分布して い る 。 7 月 に な

る と 針葉樹の種子が充実して き て餌 に な り ， コ ク ワ ， ノ

ブ ド ウ 等 も 餌 に な る 。 カ メ ム シ は こ れ ら の餌が あ れ ば産

卵す る こ と がで き る 。

8 月 に新しい世代の成虫が現れ， 関東で は その ま ま 越

冬 に 向 か う 。 通常， 産卵後幼虫が完全 に 発育で き る 餌 は

多 く な い。 しかし， 被害が多発す る 果樹生産地で は 豊富

な針葉樹 ( ス ギ， ヒ ノ キ ) が植林 さ れて い る 。 そ こ で は

と き ど き 種子が非常 に た く さ ん で き る こ と が あ る 。 餌が

十分 あ れ ば カ メ ム シ の産卵 数 (80�120) は 多 い ので，

天敵が少 な い場合 に は一世代 で大発生す る こ と に な る 。

それで も 餌が足 り て い る 聞 は 山林で暮 ら す が， 餌が足 り

な く な る と 周辺 に 飛 び立 ち ， 餌 を探す こ と に な る 。 こ の

よ う な現象 は野生の シ カ や ク マ ， サ ル， イ ノ シ シ 等が増

え す ぎ て 人里 に 現れ， 畑を荒 ら す現象 と 本質的 に は 同じ

も のであ る 。 した が っ て ， 今後 も カ メ ム シ類の大発生が

再び起 き る こ と は間違い な い。 研究 を進め 防除法確立 を

目 指すのは 当然であ る が， 長期的 な 対策 と して ， 第ー は

カ メ ム シの餌で あ る 針葉樹の種子 を 少 な く す る 方法が原

理的 に は最善で あ る 。 林業政策の変更 は 山 間部 に 暮 ら す

果樹生産者 に と っ て も 簡単 に 割 り 切れ る 問題で は な い。

林地の管理改善 に よ っ て 着果量 を 少 な く す る こ と も 容易

で は な い。 し た が っ て ， さ ら に 長期的 な展望 に た っ て ，
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種子のない不妊性の樹木 を育種して林業 に 反映 さ せ る こ

と が求め ら れ る 。 第二 に は， 果樹園の立地 を針葉樹林の

近 く に 求 め な い よ うに す る こ と であ る が， こ れ も 中山間

地での果樹振興 と いう大 き な 目 標 と 矛盾す る 。 カ メ ム シ

の密度 に 及ぽす天敵の力 は絶大であ る が， 人為的 に増殖

して放飼す る 方法 は 山林全体 を対象 と す る た め不可能で

あ る 。 結局， 当面は発生予察， 飛来予測 を 基本 と して ，

従来の防除法 を強化す る 以外 に 現実的 な 方法 は な い。 し

かし， 当面の主 な 防除法であ る 殺虫剤 に は意外な落 と し

穴が あ る 。 昨年の場合 も カ メ ム シ 防除 に 予定外の ピ レ ス

f正言語+芸+3
4...... .. ・...............................，J

「殺菌剤」
テ ブコナゾー ル乳剤 (7.11.28)
本剤 は ド イ ツ ・ バイ エ ル社が開発した ト リ ア ゾー1レ系

殺菌剤であ る 。 菌糸の正常 な生育 を 抑制し， 異常分校や
吸器の形成 を 阻止す る 。 ト リ ア ゾー ル系殺菌剤の作用機
作 はバ イ エ ル社 に お い て ト リ ア ジ メ ホ ン や ピ テ ルタ ノ ー
ルで研究 さ れ， 殺菌作用 は脂質生合成匝害であ る こ と が
解明 さ れて い る 。

商品名: シルパキュア乳郵l
成 分 ・ 性 状 : 製 剤 は ， (RS) -l ーク ク ロ ロ フ ェ ニ ルー

4 ， 4ー ジ メ チ ルー 3- ( 1 H -1 ， 2， 4- ト リ ア ゾ ー ルー 1 - イ ル メ
チ ル) ぺ ンタ ンー 3-オ ー ル を 23.5%含む淡黄色澄明可乳
化液体であ る 。 純品 は 無色 結 晶 で， 比重 は 1. 25， 融点
は 102. 40C， 蒸 気圧 は 1. 3 X 10-6 Pa (200C) ， 溶 解 度
(g/ l， 200C) は 水 0. 032 (g/100 ml， 250C) ， ヘキ サ ン
0. 1 以下， ク ロ ロ ホ ル ム 200 以上， ア セ ト ン 200 以上，
メ タ ノ ー ル 200 以上である 。 熱， 酸性お よ びア ル カ リ 性
に対し安定。 光 に 対して は， 比較的安定である 。

(構造式)
CI CI 

@-NHCO-@-OCH2叫

適用作物 ・ 使用 目 的 お よ び使用方法 :表-1参照。
① 散布量 は対象作物の生育段階， 栽培形態お よ び散布

方法 に合わせ調節す る こ と 。

ロ イ ド 剤， 有機 リ ン剤の散布が行わ れ た 。 早 く も 昨年の

秋か ら カ ン キ ツ 地帯で ミ カ ン ハ ダニの多発生が見 ら れて

い る 。 果樹園内の天敵減少 は 明 ら か であ り ， 本年 は さ ら

にナ シ， カ キ で は コ ナ カ イ ガ ラ ム シ類， モ モ ・ ウ メ で は

ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の多発 を 覚悟し な げ れ ば な ら な

い。 こ れ ら の害虫 は通常の年 は慣行散布 と 天敵の制御力

を借 り て ， 潜在化して い る が， 昨年の よ うに 防除が変化

す る と 直 ち に 天敵の減少 に 反応して 多発生 を も た ら す恐

れがあ る 。

表 - 1 テプコ ナ ゾール乳剤 ( シ ルパキ ュ ア 乳剤)

本剤お よ
ぴテ プ コ

希釈 10 ア ー ル
ナ ゾー ル 使用

作物名 適用病害名 倍数 当た り 使用時期
を含む農 方法

(倍) 散布量
薬の総使
周回数

赤かぴ病 60� 収穫 14 日
2 回以内 散布小麦

うどんこ病
1，000 

150 l 前 ま で

② 本剤の使用 に 当 た っ て は使用量， 使用時期， 使用 方
法 を誤 ら な い よ うに 注意し， 特 に 初 め て 使用 す る 場合
に は病害虫防除所等関係機関の指導 を 受 け る こ と が望
ま しい。
毒性 : 急性毒性普通物。

① 誤飲な どのない よ う注意す る こ と 。
② 原液は眼 に対して 強い刺激性があ る ので， 散布液調

製時 に は保護眼鏡 を 着用して薬剤が眼 に 入 ら な い よ う
注意す る こ と 。 眼 に 入 っ た 場合 に は 直 ち に 十分に 水洗
し， 眼科医の手当 を受 げ る こ と 。

③ 本剤 は皮膚に対して弱い刺激性があ る ので， 皮膚に
付着しない よ う注意す る こ と 。 付着した場合 に は 直 ち
に 石 け ん で よ く 洗 い落 と す こ と 。

④ 散布等の際 は農薬用 マ ス ク ， 手袋， 不浸透性防除衣
な ど を 着用 す る こ と 。 作業後 は 手足， 顔な ど を 石 け ん
で よ く 洗 い ， うがい を す る と と も に 衣服 を 交換す る こ
と 。

(魚毒性) B 類
本剤 は水産動物 に 影響 を 及ぽす が， 通常の使用方法で

は 問題 な い。
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